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(a) : 海洋大循環モデルによってシ ミュ レー トされた，
赤道上，150°wの海域の表面から10 7mまでを平均
した水温の月平均時系列 (19 85年ー19 93年）。13ヵ
月の移動平均の曲線も重ね合わせて書いている。
(b) ： 図2 aの時系列デー タに対して行ったスペク ト ル図。
矢印が4 年と1年の 基本の変動でその間に 2 年と
4/ 3年の副次的な変動が生まれている。
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(b) 
「地震予知及び防災工学に関する
フ ォー ラム」開催さ れる
科学技術庁，理化学研究所，防災科学技術研究所，
新技術事業団主催によ る，地震予知及び防災工学に
関するフ ォー ラ ムが平成 7 年 6月 1 日か ら3 日ま




科学技術庁 として何か考えら れないだろう か，と い
う 依頼あった。こ れに こ た え るた め，有馬理事長，
植原防災科学技術研究所と浅田東海大学教授 を はじ
め とする1名の フォー ラ ム実行委員が選ばれ，本年
3 月 より 月一 回実行委員会が開かれ，フ ォー ラ ム開
催に向けて準備が進めら れた。以下フ ォー ラ ムの内
容を開催 日ごとに記載する。
〈一 日 目 〉
フ ォー ラ ムは静岡県の協力を得て，初 日は静岡市





防災科学技術研究所所長を座長 としたフ ォー ラ ム第
1 セッ シ ョンでの 2 人の参加者か ら 基調講演があっ
た。午後より ，静岡県内の地震対策施設を2 台のバ
ス に分乗して視察，夕方よ り浜松駅前の浜松アクト





松市長にも御参加いただき ，外国か ら の5 名を含む，
40名以上のフ ォー ラ ム招待参加者の間でなごやかに
歓談が進めら れた。
〈 二 日目 〉
午前に開かれた第2 セッ シ ョンでは，高木地震予知







名 に，短時間ではある が，講演の機会が与えら れた。
午後に開かれた第3 セッ ショ ンでは，岡田東京大学
生産技術研究所教授を座長と して，防災工学を 中心
と したテー マで5 人の方から講演をいただいた。 阪
神大震災や，その丁度 1 年前にロ サ ン ゼルスで発生
し た ノー ス リッジ地震の被害の報告，それを踏まえ




〈 三 日目 〉
第4 セ ッ シ ョン は，有馬理化学研究所理事長 と ，
第 1 , 2 ,  3 セ ッシ ョンの座長が進行役と な り ，予








産を守る為には3 日前の短期地震予知よ りも 数年前
の長期地震予知の要請などがあった。
〈 おわ りに〉
今回のフォー ラ ム では，全員招待参加であり ，初
日 の基調講演以降，招待参加者以外は退室をしてい
ただいたが，二 日目 ，三 日目 の終わりに報道関係者
に記者会見の時間を設けた。阪神大震災の直後であ
り ，東海地震が懸念さ れる静岡の地元の新聞では本
フ ォー ラ ム は連 日 大 きく 取り 扱われていた。最終日
に はフ ォー ラム終了後，今後の研究，施策のあり か
た，方向などを盛り込んだ，フ ォー ラ ムの結果が発
表された。最後に，フ ォー ラ ム の開催，実施にあた
り ，多大なる御協力をいただいた静岡県の方 に々厚
く お礼を申し上げます。
（地圏地球科学技術研究部，綿田辰吾）
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